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報道関係者各位                          2011年 2月 25日 

慶應義塾矢上地区文化財調査室 

巨大な集落遺跡の一端が明らかに 

慶應義塾矢上キャンパスで弥生時代・古墳時代の密集する竪穴住居址群を発掘 

 

慶應義塾矢上地区文化財調査室（室長：阿部祥人 文学部教授）では、昨年４月より、矢上キャンパス・

テクノロジーセンター（仮称）建設予定地における埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。当調査

において、弥生時代・古墳時代の研究上、非常に重要な成果がありましたので、詳細についての説明会を

報道機関のみなさまにむけて開催し、別途、一般の方向けに発掘現場の一部を公開します。つきましては、

説明会へのご出席、ご取材のほどよろしくお願い申し上げるとともに、発掘現場の一部公開の告知も合わ

せてお願いいたします。 

 

記 
１．報道関係者向け説明会および発掘現場一部公開 

日 時 ： 2011年 3月 3日（木）14：00～15：00（報道関係者対象）雨天時は現地見学はなし 
会 場 ： 慶應義塾大学矢上キャンパス テクノロジーセンター（仮称）建設予定地 

神奈川県横浜市港北区日吉3-14-1 http://www.keio.ac.jp/ja/access/yagami.html 

集合場所：14：00 矢上キャンパス 16-Ａ棟 3階会議室（上記サイト地図上⑤）へ集合ください。 
今回の調査結果に関してご説明したあと、現地へご案内いたします。 

説明者：安藤 広道 慶應義塾矢上地区文化財調査室副室長（文学部准教授） 
 
※ 取材についてのお願い 

1) ご出席の場合、別紙１にご記入のうえ慶應義塾広報室へ 2日 14：00までにご返信ください。 
2) 発見された文化財に関する学術的見解について、安藤准教授への個別の取材をご希望の場合
は、事前に慶應義塾広報室までお問い合わせください。 

3) 会場の受付にて、貴社名・お名前を記入いただくか、名刺をお渡しください。 
4) 取材の際、電源の供給等はできませんので、あらかじめご了承ください。 
5) 会場周辺は足場が悪くなっております。歩きやすい靴でお越しください。 

 

２．一般の方向け発掘現場一部公開 ＜事前告知記事掲載のお願い＞ 

日時：2011年 3月 5日（土）10：00～12：00（雨天時中止） 
説明者：安藤 広道 慶應義塾矢上地区文化財調査室副室長（文学部准教授） 
＊当日の開催につきましては以下でご確認ください。一般の方のお車での来校はご遠慮願います。 

電話：045-566-1474（矢上キャンパス警備室：当日 8：30～10：00のみ） 
 

本資料は、文部科学記者会、各社社会部・横浜支局等に送信しております。 

本発表資料のお問い合わせ先 

慶應義塾広報室 （森口・兒玉） 

ＴＥＬ ０３－５４２７－１５４１、 ＦＡＸ ０３－５４４１－７６４０ 

Ｅ-Ｍａｉｌ m-koho@adst.keio.ac.jp  http://www.keio.ac.jp/ 
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【別紙 1】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

必要事項をこの返信用紙にご記入のうえ、3月2日(水) 14時まで 

に FAXにてお知らせくださいますようお願い申し上げます。 

貴社名 
 

お名前 
 

取材内容 ペン     スチル     TV      

ご取材希望 
人数     人 

TEL 

ご連絡先 E-mail 

車両入構希望 

１）あり ：  車種、ナンバーを必ずご連絡ください。 

（車種：      ナンバー：     ） 

 

２）なし 

 
 

 

 

 

 

 

 

矢上キャンパス テクノロジーセンター（仮称）建設予定地での埋蔵文化財発掘調査 

報道関係者向け成果発表会及び発掘現場一部公開（3/3） 
 

FAX返信先: 慶應義塾広報室 担当: 森口・兒玉 

FAX: 03－5441－7640 

本件に関するお問い合わせ先：03-5427-1541 
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【参考資料】 

 

 

矢上キャンパス テクノロジーセンター（仮称）建設予定地の発掘調査に関して 

 

１、 発掘調査の期間と面積 

調査期間：2010 年 4 月～2011 年 3 月  調査面積：約 1500 ㎡ 

場所に関しては以下の図面をご参照ください。 

 

２、 発掘された遺構と遺物 

・ 遺構 

①竪穴住居址 60 軒以上（2011 年２月末現在の確認数） 

弥生時代後期・終末期（1～3 世紀）と古墳時代後期～奈良時代（6～8 世紀）のもの。 

※本来は調査範囲内に 100 軒近い竪穴住居址があったと考えられる。 

うち、１軒は、床面積 100 ㎡前後の巨大な住居址。 

②近世以降の畠址 

 

・ 遺物 

弥生土器（後期、終末期）/土師器・須恵器（古墳時代後期～奈良時代） 

指輪状青銅器（弥生時代後期）/滑石製品（古墳時代後期）等 

 

    ３、 今回の調査成果と矢上台遺跡の学術的意義 

・  弥生時代後期・終末期の巨大な集落遺跡の一端が明らかになった。 

    矢上台遺跡の推定面積は約 90000 ㎡。過去の記録等からみて、弥生時代後期・終末期の竪穴住居

址は、遺跡全体に高密度で広がっていた可能性が高い。弥生時代の集落遺跡としては非常に規模が

大きく、住居址の密度の高さも特異。全体では、1000 軒をはるかに超える住居址が存在していたと考

えられる。 

    南に隣接する日吉台遺跡群（日吉キャンパス内）と合わせ、弥生時代後期・終末期の鶴見川流域一

帯の中核となる集落群を形成していたと考えられる。 

 

・  古墳時代前期の大規模前方後円墳との関係も重要。 

    矢上台遺跡の東端（調査地点から東に約 150ｍ）には、かつて、古墳時代前期（４世紀）の大型前方

後円墳である観音松古墳が存在した（全長約 100ｍ）。矢上台遺跡は、弥生時代後期・終末期の地域

の中核的集落と、古墳時代前期の大型前方後円墳の関係を分析し得る全国でも稀有な遺跡である。 

 

・  古墳時代後期、奈良時代の大規模な集落遺跡と古墳群・横穴墓群の関係。 

    古墳時代後期、奈良時代の集落址も、広い範囲に及んでいた可能性が高い。一方、日吉台には円

墳や横穴墓群などの墓のみが築かれる。古墳時代後期における大規模な集落（矢上台）と円墳群・横

穴墓群（日吉台）との関係が捉えられる点も、日吉台・矢上台遺跡群の重要な特徴である。 

 

 

 

 

 

 




